
(57)【要約】

　【課題】　従来の自律走行装置では、センサのズレに

より、部屋座標を正確に計測できない場合、終了検知を

正確に行えないという課題があった。

　【解決手段】　部屋情報から基準となる壁方向への往

復回数を計算し、基本往復回数として出力する往復回数

計算手段２と、往復回数を測定し、測定往復回数として

出力する往復回数測定手段４と、往復回数計算手段２が

出力する基本往復回数と往復回数測定手段が計測した往

復回数から走行工程が終了したかどうかを判断する走行

工程終了判断手段５を設けるものである。これにより、

往復走行工程の走行状態に関係なく、往復走行工程の終

了を予め設定した往復走行回数で決定するので、センサ

が往復走行工程でずれた場合でも確実に往復走行工程を

終了することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
走 行 す る 部 屋 の 情 報 を 記 憶 す る 部 屋 情 報 記 憶 手 段 と 、 前 記 走 行 部 屋 情 報 記 憶 手 段 が 記 憶 す
る 部 屋 情 報 か ら 基 準 と な る 壁 方 向 へ の 往 復 回 数 を 計 算 し 、 基 本 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 往
復 回 数 計 算 手 段 と 、 往 復 回 数 を 測 定 し 、 測 定 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 往 復 回 数 測 定 手 段 と
、 往 復 回 数 計 算 手 段 が 出 力 す る 基 本 往 復 回 数 と 往 復 回 数 測 定 手 段 が 計 測 し た 往 復 回 数 か ら
走 行 工 程 が 終 了 し た か ど う か を 判 断 す る 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 と 、 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段
で 走 行 工 程 が 終 了 し た と 判 断 さ れ る と 走 行 工 程 を 終 了 す る 走 行 工 程 終 了 手 段 と を 備 え た 自
律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
往 復 回 数 計 算 手 段 は 、 走 行 部 屋 の 大 き さ か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
往 復 回 数 計 算 手 段 は 、 走 行 部 屋 の 面 積 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
往 復 回 数 計 算 手 段 は 、 床 面 状 態 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
往 復 回 数 測 定 手 段 は 、 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 距 離 以 上 走 行 し た 場 合 に 測 定 往 復 回
数 を 増 や す 構 成 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
往 復 回 数 測 定 手 段 は 、 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 時 間 以 上 走 行 し た 場 合 に 測 定 往 復 回
数 を 増 や す 構 成 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 は 、 走 行 時 間 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る 請 求 項
１ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 は 、 電 池 電 圧 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る 請 求 項
１ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 律 走 行 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 部 屋 の 全 体 を 隈 無 く 走 行 す る 自 律 走 行 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 自 律 走 行 装 置 に 関 す る 技 術 を 表 す 公 知 文 献 と し て は 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １
が あ り 、 図 ２ 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 図 ２ 、 図 ３ で 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ は 走 行 す る 部 屋 を 示 し て い る 。 だ だ し 、 部 屋 の 左 下 を 座 標 （ ０ ， ０ ） と し て 右 下 を
（ Ｘ １ ， ０ ） 、 左 上 （ ０ ， Ｙ ０ ） 、 右 上 （ Ｘ １ ， Ｙ ０ ） と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 例 え ば 、 床 掃 除 、 床 拭 き 等 の 目 的 と し て 、 部 屋 全 面 を 走 行 す る 。
つ ま り 、 例 え ば 、 図 ２ の 部 屋 の 座 標 （ ０ ， ０ ） か ら 走 行 し 、 座 標 （ Ｘ １ ， Ｙ ０ ） ま で 往 復
走 行 を 繰 り 返 し な が ら 、 部 屋 全 体 を 隈 無 く 走 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 部 屋 の 壁 に 沿 っ て 反 時 計 周 り に 周 回 す る 周 回 工 程 を 行 う 。 自 律 走
行 装 置 １ ０ は 、 部 屋 の 壁 を 沿 う よ う に 走 行 す る た め 、 走 行 す る 部 屋 の 大 き さ 、 例 え ば 、 図
２ の 部 屋 の ス ミ の 座 標 を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 部 屋 全 体 を 隈 無 く 往 復 走 行 す る 往 復 走 行 工 程 を 部 屋 の 右 ス ミ （ ０ ， ０ ） か ら 行 い
、 部 屋 全 体 走 行 す る と 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 往 復 走 行 に つ い て 図 ２ で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 基 準 壁 に 平 行 で 、 か つ 、 図 ２ の 上 方 向 に 、 壁 に 到 達 す る ま
で 走 行 す る 。 壁 に 到 達 し た ら 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 大 き さ 分 だ け 基 準 壁 の 垂 直 方 向 に 走 行
す る 。 次 に 、 基 準 壁 に 平 行 で 、 か つ 、 図 ２ の 下 方 向 に 壁 に 到 達 す る ま で 走 行 す る 。 そ し て
、 壁 に 到 達 し た ら 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 大 き さ 分 だ け 基 準 壁 の 垂 直 方 向 に 走 行 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 で 述 べ た 走 行 を 往 復 走 行 工 程 の １ 走 行 と し て 繰 り 返 す こ と に よ り 、 部 屋 全 体 を 隈 無
く 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 部 屋 の 座 標 （ Ｘ １ ， Ｙ １ ） に 達 し た と き に 部 屋 全 体 を 終 了 し
た と し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ４ ８ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 従 来 の 技 術 は 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 部 屋 の 座 標 （ Ｘ １ ， Ｙ １ ） に 達 し た と き に 部 屋
全 体 を 終 了 す る も の で あ る 。 上 記 方 法 に よ る と 、 部 屋 の 端 か ら 端 ま で 走 行 す る の で 、 部 屋
全 体 を 隈 無 く 掃 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 部 屋 の 床 の 滑 り に よ る 走 行 セ ン サ の ズ レ 、 衝 撃 に よ る ジ ャ イ ロ セ ン サ の ズ レ に
よ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 部 屋 座 標 （ ｘ ， ｙ ） を 正 確 に 計 測 で き な い 場 合 は 、 終 了 検 知 を
正 確 に す る こ と が で き な い 。 最 悪 の 場 合 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 電 池 が 無 く な る ま で 走 行 し
続 け る と い う こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 走 行 す る 部 屋 の 情 報 を 記 憶 す る 部 屋 情 報 記 憶 手
段 と 、 前 記 走 行 部 屋 情 報 記 憶 手 段 が 記 憶 す る 部 屋 情 報 か ら 基 準 と な る 壁 方 向 へ の 往 復 回 数
を 計 算 し 、 基 本 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 往 復 回 数 計 算 手 段 と 、 往 復 回 数 を 測 定 し 、 測 定 往
復 回 数 と し て 出 力 す る 往 復 回 数 測 定 手 段 と 、 往 復 回 数 計 算 手 段 が 出 力 す る 基 本 往 復 回 数 と
往 復 回 数 測 定 手 段 が 計 測 し た 往 復 回 数 か ら 走 行 工 程 が 終 了 し た か ど う か を 判 断 す る 走 行 工
程 終 了 判 断 手 段 と 、 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 で 走 行 工 程 が 終 了 し た と 判 断 さ れ る と 走 行 工 程
を 終 了 す る 走 行 工 程 終 了 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 発 明 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 方 法 と し て 、 部 屋 の 大 き さ に
応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 し 、 そ の 往 復 走 行 回 数 に 到 達 し た と 判 断 す る 方 法 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 方 法 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 走 行 状 態 に 関 係 な く 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 予 め 設
定 し た 往 復 走 行 回 数 で 決 定 す る の で 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ が 往 復 走 行
工 程 で ず れ た 場 合 で も 確 実 に 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 屋 の 大 き さ
に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 す る の で 、 無 駄 な 走 行 を す る こ と な く 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-44266 A 2005.2.17



【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 往 復 走 行 工 程 の 走 行 状 態 に 関 係 な く 、 往 復 走 行 工 程 の 終
了 を 予 め 設 定 し た 往 復 走 行 回 数 で 決 定 す る の で 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ
が 往 復 走 行 工 程 で ず れ た 場 合 で も 確 実 に 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部
屋 の 大 き さ に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 す る の で 、 無 駄 な 走 行 を す る こ と な く 往 復 走 行 工
程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 走 行 す る 部 屋 の 情 報 を 記 憶 す る 部 屋 情 報 記 憶 手 段 と 、 前 記 走
行 部 屋 情 報 記 憶 手 段 が 記 憶 す る 部 屋 情 報 か ら 基 準 と な る 壁 方 向 へ の 往 復 回 数 を 計 算 し 、 基
本 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 往 復 回 数 計 算 手 段 と 、 往 復 回 数 を 測 定 し 、 測 定 往 復 回 数 と し て
出 力 す る 往 復 回 数 測 定 手 段 と 、 往 復 回 数 計 算 手 段 が 出 力 す る 基 本 往 復 回 数 と 往 復 回 数 測 定
手 段 が 計 測 し た 往 復 回 数 か ら 走 行 工 程 が 終 了 し た か ど う か を 判 断 す る 走 行 工 程 終 了 判 断 手
段 と 、 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 で 走 行 工 程 が 終 了 し た と 判 断 さ れ る と 走 行 工 程 を 終 了 す る 走
行 工 程 終 了 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 発 明 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 方 法 と し て 、 部 屋 の 大 き さ に
応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 し 、 そ の 往 復 走 行 回 数 に 到 達 し た と 判 断 す る 方 法 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 方 法 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 走 行 状 態 に 関 係 な く 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 予 め 設
定 し た 往 復 走 行 回 数 で 決 定 す る の で 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ が 往 復 走 行
工 程 で ず れ た 場 合 で も 確 実 に 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 屋 の 大 き さ
に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 す る の で 、 無 駄 な 走 行 を す る こ と な く 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 往 復 回 数 計 算 手 段 は 、 走 行 す る 部 屋 の 大 き
さ か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る も の で あ り 、 部 屋 の 大 き さ に 従 っ た 往 復 回 数 を 設 定 す る た め 、
ど の よ う な 部 屋 で も 無 駄 な く 最 適 な 往 復 回 数 と な り 、 全 て の 床 を 走 行 し な が ら 、 省 時 間 、
省 エ ネ を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 往 復 回 数 計 算 手 段 は 、 走 行 部 屋 の
面 積 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 走 行 距 離 が 長 く な る こ
と に よ る 自 律 走 行 装 置 １ ０ の セ ン サ ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が
で き る た め 、 よ り 安 定 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 往 復 回 数 計 算 手 段 は
、 走 行 部 屋 の 床 状 態 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 走 行 状
態 に よ る 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で
き る た め 、 よ り 安 定 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 往 復 回 数 測 定 手 段 は
、 往 復 走 行 回 数 を 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 距 離 以 上 走 行 し た 場 合 に 測 定 往 復 回 数 を
増 や す 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 垂 直 方 向 に 障 害 物 が あ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０
が 垂 直 方 向 に 全 く 走 行 で き な か っ た 場 合 は 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ は 増 加 し な い の で 、 安 定 し
て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 往 復 回 数 測 定 手 段 は
、 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 時 間 以 上 走 行 し た 場 合 に 測 定 往 復 回 数 を 増 や す 構 成 と す
る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 床 の 摩 擦 係 数 μ が 小 さ い 場 合 で も 、 第 二 の 走 行 時 間 で 往 復 回
数 ｎ ｘ を 測 定 で き る の で 、 よ り 安 定 し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 走 行 工 程 終 了 判 断 手
段 は 、 走 行 時 間 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、
万 が 一 、 往 復 走 行 回 数 に よ る 終 了 検 知 が で き な か っ た 場 合 で も 、 走 行 時 間 で 終 了 す る こ と
が で き る の で 、 ど の よ う な 場 合 で も 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 は 、
電 池 の 使 用 量 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 万
が 一 、 往 復 走 行 回 数 に よ る 終 了 検 知 が で き な か っ た 場 合 で も 、 電 池 使 用 量 が 少 な く な っ た
場 合 に 走 行 時 間 を 終 了 す る こ と に よ り 、 ど の よ う な 場 合 で も 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 電 池 の 電 圧 を 常 に 監 視 し て い る の で 、 電 池 容 量 が 少 な く な り 、 往 復 走 行 工 程 中 に
自 律 走 行 装 置 １ ０ が 停 止 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 ま ず 、 第 一 の 実 施 例 に つ い て 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 １ は 部 屋 情 報 記 憶
手 段 で あ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 走 行 す る 部 屋 に 関 す る 大 き さ 、 床 状 態 、 障 害 物 等 の 情 報
を 記 憶 し て い る 。 往 復 回 数 計 算 手 段 ２ は 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段 １ が 記 憶 す る 部 屋 情 報 に よ り
自 律 走 行 装 置 １ ０ が 往 復 走 行 す る 回 数 を 計 算 し 、 基 本 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 往 復 回 数 測 定 手 段 ４ は 、 セ ン サ ３ か ら の セ ン サ 値 を 入 力 と し て 、 セ ン サ 値 よ り 自
律 走 行 装 置 １ ０ の 往 復 回 数 を 測 定 し 、 測 定 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 。 走 行 工 程 終 了 判 断 手
段 ５ は 、 往 復 回 数 計 算 手 段 ２ に よ る 基 本 往 復 回 数 と 往 復 回 数 測 定 手 段 ４ に よ る 測 定 往 復 回
数 を 比 較 し 、 走 行 工 程 が 終 了 し た か ど う か を 判 断 し 、 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 往 復 走 行 終
了 信 号 を 出 力 す る 。 往 復 走 行 工 程 終 了 手 段 ６ は 、 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 ５ に よ る 往 復 走 行
工 程 終 了 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 往 復 走 行 工 程 が 終 了 し た と し て 走 行 輪 ９ を 動 か す モ ー タ ８
を 制 御 す る 制 御 手 段 ７ へ 往 復 走 行 停 止 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま ず 、 図 ２ 、 図 ３ で 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ は 走 行 す る 部 屋 を 示 し て い る 。 だ だ し 、 部 屋 の 左 下 を 座 標 （ ０ ， ０ ） と し て 右 下 を
（ Ｘ １ ， ０ ） 、 左 上 （ ０ ， Ｙ ０ ） 、 右 上 （ Ｘ １ ， Ｙ ０ ） と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 例 え ば 、 床 掃 除 、 床 拭 き 等 の 目 的 と し て 、 部 屋 全 面 を 走 行 す る 。
つ ま り 、 例 え ば 、 図 ２ の 部 屋 の 座 標 （ ０ ， ０ ） か ら 走 行 し 、 座 標 （ Ｘ １ ， Ｙ ０ ） ま で 往 復
走 行 を 繰 り 返 し な が ら 、 部 屋 全 体 を 隈 無 く 走 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 工 程 に つ い て 説 明 す る 。 自 律 走 行 装 置 １ ０
は 、 部 屋 の 壁 に 沿 っ て 反 時 計 周 り に 周 回 す る 周 回 工 程 を 行 う 。 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 部 屋
の 壁 を 沿 う よ う に 走 行 す る た め 、 走 行 す る 部 屋 の 大 き さ 、 例 え ば 、 図 ２ の 部 屋 の ス ミ の 座
標 を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 部 屋 全 体 を 隈 無 く 往 復 走 行 す る 往 復 走 行 工 程 を 部 屋 の 右 ス ミ （ ０ ， ０ ） か ら 行 い
、 部 屋 全 体 走 行 す る と 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 往 復 走 行 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま ず 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 基 準 壁 に 平 行 で 、 か つ 、 図 ３ の 上 方 向 に 、 壁 に 到 達 す る ま
で 走 行 す る 。 壁 に 到 達 し た ら 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 大 き さ 分 だ け 基 準 壁 の 垂 直 方 向 に 走 行
す る 。 次 に 、 基 準 壁 に 平 行 で 、 か つ 、 図 ３ の 下 方 向 に 壁 に 到 達 す る ま で 走 行 す る 。 そ し て
、 壁 に 到 達 し た ら 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 大 き さ 分 だ け 基 準 壁 の 垂 直 方 向 に 走 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 で 述 べ た 走 行 を 往 復 走 行 工 程 の １ 走 行 と し て 繰 り 返 す こ と に よ り 、 部 屋 全 体 を 隈 無
く 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 検 知 す る 方 法 と し て 、 例 え ば 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 部 屋 の 座 標 （
Ｘ １ ， Ｙ １ ） に 達 し た と き に 部 屋 全 体 を 終 了 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 部 屋 の 座 標 を 測 定 す
る セ ン サ 、 例 え ば 、 車 輪 を 用 い て 走 行 距 離 を 測 定 す る 走 行 セ ン サ 、 角 速 度 を 測 定 す る ジ ャ
イ ロ セ ン サ を 用 い て 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 部 屋 の 座 標 （ ｘ ， ｙ ） を 計 測 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し か し 、 部 屋 の 床 の 滑 り に よ る 走 行 セ ン サ の ズ レ 、 衝 撃 に よ る ジ ャ イ ロ セ ン サ の ズ レ に
よ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 部 屋 座 標 （ ｘ ， ｙ ） を 正 確 に 計 測 で き な い 場 合 が 多 い 。 つ ま り
、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 上 記 で 説 明 し た 座 標 （ Ｘ １ ， Ｙ １ ） に 到 達 し た と き に 終 了 検 知 す る
方 法 を 使 用 す る こ と が で き ず 、 最 悪 の 場 合 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 電 池 が 無 く な る ま で 走 行
し づ け る と い う こ と と な る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 方 法 と し て
、 部 屋 の 大 き さ に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 し 、 そ の 往 復 走 行 回 数 に 到 達 し た と 判 断 す る
方 法 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 方 法 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 走 行 状 態 に 関 係 な く 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 予 め 設
定 し た 往 復 走 行 回 数 で 決 定 す る の で 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ が 往 復 走 行
工 程 で ず れ た 場 合 で も 確 実 に 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 屋 の 大 き さ
に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 す る の で 、 無 駄 な 走 行 を す る こ と な く 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ を 用 い て 、 往 復 走 行 回 数 の 設 定 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 部 屋 の 形 状 が 図 ２ に
示 す 大 き さ で あ る と す る と 、 図 ２ の 縦 方 向 （ 上 下 ） 往 復 走 行 工 程 が 終 了 す る 往 復 走 行 回 数
、 基 本 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ は 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 大 き さ Δ ｘ と し て 、 以 下 に よ う に し て 求 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Ｎ ｓ ｘ ＝ （ Ｘ １ － ０ ） ／ Δ ｘ
　 図 ２ の 縦 方 向 （ 上 下 ） の 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 測 定 し 、 往 復 測 定 回 数 ｎ ｘ と 基 本 往 復 回 数
Ｎ ｓ ｘ が 同 じ に な る と 、 往 復 走 行 工 程 が 終 了 し た と し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 。 往 復 回
数 計 算 手 段 ２ は 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段 １ が 記 憶 す る 部 屋 の 情 報 、 上 記 例 で は 、 部 屋 の ス ミ の
座 標 （ Ｘ １ ， ０ ） を 用 い て 、 基 本 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ を 計 算 す る 。 ま た 、 往 復 走 行 測 定 手 段 ４
は 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ ３ を 用 い て 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 ５ は 、 往 復 走 行 計 算 手 段 ２ の 基 本 往 復 走 行 回 数 Ｎ ｓ ｘ と 往 復 走 行
測 定 手 段 ４ の 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 入 力 と し て 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ が 基 本 往 復 走 行 回 数 Ｎ ｓ
ｘ に な る と 、 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ を 用 い て 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ア ル ゴ リ ズ ム に つ い て 説 明 す る 。 自 律 走
行 装 置 １ ０ は 、 周 回 走 行 工 程 （ ス テ ッ プ １ １ ） と し て 、 部 屋 の 周 囲 を 走 行 す る 。 周 回 走 行
工 程 １ １ に よ っ て 部 屋 の 情 報 、 例 え ば 、 部 屋 の す み の 座 標 を 計 算 し （ ス テ ッ プ １ ２ ） 、 基
本 往 復 走 行 回 数 Ｎ ｓ ｘ を 計 算 す る （ ス テ ッ プ １ ３ ） 。 往 復 走 行 工 程 と し て 往 復 走 行 を 走 行
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し な が ら 、 往 復 回 数 測 定 手 段 ４ に よ り 往 復 回 数 ｎ ｘ を 測 定 す る （ ス テ ッ プ １ ４ ～ １ ５ ） 。
往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ が 基 本 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ に な る と 、 往 復 走 行 工 程 が 終 了 す る （ ス テ ッ プ １
６ ～ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 例 は 、 走 行 す る 部 屋 の 情 報 を 記 憶 す る 部 屋 情 報 記 憶 手 段 と 、 前 記 走 行 部 屋 情 報 記
憶 手 段 が 記 憶 す る 部 屋 情 報 か ら 基 準 と な る 壁 方 向 へ の 往 復 回 数 を 計 算 し 、 基 本 往 復 回 数 と
し て 出 力 す る 往 復 回 数 計 算 手 段 と 、 往 復 回 数 を 測 定 し 、 測 定 往 復 回 数 と し て 出 力 す る 往 復
回 数 測 定 手 段 と 、 往 復 回 数 計 算 手 段 が 出 力 す る 基 本 往 復 回 数 と 往 復 回 数 測 定 手 段 が 計 測 し
た 往 復 回 数 か ら 走 行 工 程 が 終 了 し た か ど う か を 判 断 す る 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 と 、 走 行 工
程 終 了 判 断 手 段 で 走 行 工 程 が 終 了 し た と 判 断 さ れ る と 走 行 工 程 を 終 了 す る 走 行 工 程 終 了 手
段 を 備 え た も の で あ る 。 上 記 第 一 の 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検
知 方 法 と し て 、 部 屋 の 大 き さ に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 し 、 そ の 往 復 走 行 回 数 に 到 達 し
た と 判 断 す る 方 法 を 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 方 法 に よ る と 、 往 復 走 行 工 程 の 走 行 状 態 に 関 係 な く 、 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 予 め 設
定 し た 往 復 走 行 回 数 で 決 定 す る の で 、 走 行 セ ン サ 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ 等 の セ ン サ が 往 復 走 行
工 程 で ず れ た 場 合 で も 確 実 に 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 屋 の 大 き さ
に 応 じ た 往 復 走 行 回 数 を 設 定 す る の で 、 無 駄 な 走 行 を す る こ と な く 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 第 二 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 は 往 復 走 行 計 算 手 段 ２ の 基 本 往 復 走 行 回 数 の
計 算 方 法 の 補 正 方 法 に 関 す る 発 明 に 関 す る 実 施 例 で あ る 。 よ っ て 、 以 下 で は 、 本 実 施 例 の
構 成 、 動 作 に つ い て 、 実 施 例 １ の 構 成 、 動 作 と の 相 違 点 を 中 心 に 述 べ 、 そ の 他 の 構 成 、 動
作 は 実 施 例 １ の 構 成 、 動 作 と 同 じ も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 例 の 構 成 を 図 ６ で 説 明 す る 。 図 ６ の 構 成 は 往 復 回 数 計 算 手 段 ２ の 構 成 を 更 に 詳 し
く 述 べ た も の で あ る 。 図 ６ に お い て 、 １ ８ は 基 礎 往 復 往 復 回 数 計 算 手 段 で あ り 、 部 屋 情 報
記 憶 手 段 １ で 第 一 の 実 施 例 に て 述 べ た 基 礎 往 復 走 行 回 数 を 計 算 す る 。 ま た 、 ２ １ は 走 行 面
積 補 正 量 記 憶 手 段 で あ り 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段 １ が 記 憶 す る 部 屋 の 床 面 積 に よ る 補 正 量 、 床
面 積 補 正 値 を 計 算 す る 。 第 一 の 補 正 手 段 １ ９ は 、 走 行 面 積 補 正 量 記 憶 手 段 ２ １ に よ る 床 面
積 補 正 値 を 入 力 と し て 、 基 礎 往 復 走 行 回 数 を 補 正 す る 。 ま た 、 ２ ２ は 走 行 状 態 補 正 量 記 憶
手 段 で あ り 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段 １ が 記 憶 す る 部 屋 の 床 状 態 に よ る 補 正 量 、 床 状 態 補 正 値 を
計 算 す る 。 第 二 の 補 正 手 段 ２ ０ は 、 走 行 状 態 補 正 量 記 憶 手 段 ２ ２ に よ る 床 状 態 補 正 値 を 入
力 と し て 、 基 礎 往 復 走 行 回 数 を 補 正 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ を 用 い て 、 走 行 面 積 補 正 値 記 憶 手 段 ２ １
、 第 一 の 補 正 手 段 １ ９ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 横 軸 を 床 面 積 Ｓ 、 縦 軸 を 第 一 の
補 正 値 Ｎ ｆ １ と し て 、 床 面 積 Ｓ と 第 一 の 補 正 値 Ｎ ｆ １ の 関 係 を 一 例 に て 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 床 面 積 Ｓ が 大 き い 場 合 は 部 屋 の 床 全 部 を 走 行 す る た め に 必 要 な 走 行 距 離 も 長 く な る 。 よ
っ て 、 セ ン サ ３ で 自 律 走 行 を 行 う 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ズ レ も 大 き く な る 。 図 ７ に 示 す
よ う に 、 床 面 積 Ｓ が 大 き い 場 合 は 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ズ レ も 大 き く な る た め 、 基 礎 往
復 走 行 回 数 Ｎ ｓ ｘ の 補 正 値 Ｎ ｆ １ も 大 き く す る こ と に よ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 往 復 走 行
工 程 の 終 了 を 確 実 に 行 う 。 走 行 面 積 補 正 値 記 憶 手 段 ２ １ は 、 一 例 に て 、 図 ７ に 示 す 走 行 面
積 Ｓ と 第 一 の 補 正 値 の 関 係 式 を 記 憶 し て お り 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段 １ が 記 憶 す る 部 屋 の 床 面
積 Ｓ か ら 第 一 の 補 正 値 Ｎ ｆ １ を 求 め る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 第 一 の 補 正 手 段 １ ９ は 、 走 行 面 積 補 正 値 記 憶 手 段 ２ １ が 記 臆 す る 第 一 の 補 正 値 Ｎ
ｆ １ を 以 下 の 式 に 従 っ て 基 礎 走 行 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ を 補 正 す る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 Ｎ ｓ ｘ ← Ｎ ｓ ｘ ＋ Ｎ ｆ １
　 上 記 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 は 、 部 屋 面 積 に 応 じ て 基 礎 走 行 往 復 回 数 を 補 正 す る も の で あ
る 。 上 記 第 二 の 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 走 行 距 離 が 長 く な る こ と に よ る 自 律 走 行 装
置 １ ０ の セ ン サ ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る た め 、 よ り 安
定 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ８ を 用 い て 、 走 行 状 態 補 正 値 記 憶 手 段 ２ ３ 、 第 二 の 補 正 手 段 ２ ４ の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 図 ８ は 、 横 軸 を 床 の 摩 擦 計 数 μ 、 縦 軸 を 第 二 の 補 正 値 Ｎ ｆ ２ と し て 、 一 例 と し て 、
床 の 摩 擦 計 数 μ と 第 二 の 補 正 値 Ｎ ｆ ２ の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。 だ だ し 、 床 の 摩 擦 計 数 μ
は 、 床 が 滑 り や す い 場 合 は 小 さ く 、 床 が 滑 り に く い 場 合 は 大 き く な る よ う に 設 定 す る 。 床
の 摩 擦 計 数 μ が 小 さ い 場 合 は 床 は 滑 り 安 い の で 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 車 輪 も 滑 り や す く な
る 。 つ ま り 、 床 の 摩 擦 計 数 μ が 小 さ い ほ ど 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 車 輪 の 回 転 に よ る 距 離 と
実 際 の 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 距 離 の 差 は 大 き く な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 床 の 摩 擦 係 数 μ が 小 さ い 場 合 は 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ズ レ も 大 き
く な る た め 、 基 礎 往 復 走 行 回 数 Ｎ ｓ ｘ の 補 正 値 Ｎ ｆ ２ も 大 き く す る こ と に よ り 、 自 律 走 行
装 置 １ ０ の 往 復 走 行 工 程 の 終 了 を 確 実 に 行 う 。 走 行 状 態 補 正 値 記 憶 手 段 ２ ２ は 、 一 例 に て
、 図 ８ に 示 す 走 行 摩 擦 係 数 μ と 第 二 の 補 正 値 の 関 係 式 を 記 憶 し て お り 、 部 屋 情 報 記 憶 手 段
１ が 記 憶 す る 部 屋 の 床 摩 擦 係 数 μ か ら 第 二 の 補 正 値 Ｎ ｆ ２ を 求 め る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 第 二 の 補 正 手 段 ２ ０ は 、 走 行 状 態 補 正 値 記 憶 手 段 ２ ２ が 記 臆 す る 第 二 の 補 正 値 Ｎ
ｆ ２ を 以 下 の 式 に 従 っ て 基 礎 走 行 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ を 補 正 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 Ｎ ｓ ｘ ← Ｎ ｓ ｘ ＋ Ｎ ｆ ２
　 上 記 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 は 、 部 屋 の 床 状 態 に 応 じ て 基 礎 走 行 往 復 回 数 を 補 正 す る も の
で あ る 。 上 記 第 二 の 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 走 行 状 態 に よ る 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走
行 ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る た め 、 よ り 安 定 し た 往 復 走
行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 例 は 、 走 行 部 屋 の 面 積 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ
り 、 走 行 距 離 が 長 く な る こ と に よ る 自 律 走 行 装 置 １ ０ の セ ン サ ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工
程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る た め 、 よ り 安 定 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 は 、 走 行 部 屋 の 床 状 態 か ら 往 復 回 数 を 補 正 す る 構 成 と す る も の で あ る 。
こ れ に よ り 、 走 行 状 態 に よ る 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 ず れ を 考 慮 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了
検 知 を 行 う こ と が で き る た め 、 よ り 安 定 し た 往 復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 第 三 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 は 、 往 復 回 数 測 定 手 段 ４ の 測 定 回 数 の 測 定 方
法 に 関 す る 発 明 の 実 施 例 で あ る 。 よ っ て 、 以 下 で は 、 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に つ い て 、 実
施 例 １ の 構 成 、 動 作 と の 相 違 点 を 中 心 に 述 べ 、 そ の 他 の 構 成 、 動 作 は 実 施 例 １ の 構 成 、 動
作 と 同 じ も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ９ を 用 い て 本 実 施 例 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ の 構 成 は 往 復 回 数 測 定 手 段 ４ の 構
成 を 更 に 詳 し く 述 べ た も の で あ る 。 図 ９ に お い て 、 ２ ３ は 距 離 測 定 手 段 で あ り 、 セ ン サ ３
の セ ン サ 値 を 入 力 と し て 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 走 行 距 離 を 測 定 す る 。 ま た 、 ２ ４ は 方 向 測 定
手 段 で あ り 、 セ ン サ ３ の セ ン サ 値 を 入 力 と し て 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 方 向 を 測 定 す る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 一 の 往 復 回 数 判 定 手 段 ２ ７ で あ り 、 距 離 測 定 手 段 ２ ３ の 走 行 距 離 、 方 向 測 定 手 段 ２ ４
の 方 向 か ら 自 律 走 行 装 置 の 距 離 、 方 向 を 認 識 し て 、 往 復 回 数 を 増 や す か ど う か の 判 定 を 行
う 。 さ ら に 、 ２ ５ は 時 間 計 測 手 段 で あ り 、 方 向 測 定 手 段 ２ ４ に よ る 方 向 を 入 力 と す る 。 時
間 計 測 手 段 ２ ５ は 、 方 向 測 定 手 段 ２ ４ の 方 向 が 特 定 の 方 向 に あ る 時 間 を 計 測 し 、 計 測 時 間
と し て 出 力 す る 。 第 二 の 往 復 回 数 判 定 手 段 ２ ６ で あ り 、 時 間 測 定 手 段 ２ ５ の 計 測 時 間 か ら
自 律 走 行 装 置 １ ０ の 特 定 方 向 に い る 時 間 を 認 識 し て 、 往 復 回 数 を 増 や す か ど う か の 判 定 を
行 う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ ０ を 用 い て 第 一 の 往 復 回 数 判 定 手
段 ２ ７ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 、 往 復 走 行 工 程 の 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 動 作 を 示
し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 、 ま ず 、 基 準 壁 と 平 行 で あ る 第 一 の 方 向 に 走 行 す
る 。 前 方 の 壁 を 検 知 す る と 、 基 準 壁 と ９ ０ ° の 方 向 で あ る 第 二 の 方 向 に タ ー ン し 、 距 離 Ｌ
１ 走 行 す る 。 さ ら に 、 第 三 の 方 向 に タ ー ン し て 、 前 方 に 壁 を 検 知 す る と 、 第 二 の 方 向 に タ
ー ン し て 、 距 離 Ｌ １ 走 行 す る 。 上 記 工 程 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 部 屋 の 全 体 を 隈 無 く 走 行
す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 屋 の 往 復 走 行 の 回 数 を 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ と し て 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 実 施 例 １ で 述 べ た よ う に 、 基 準 往 復 回 数 Ｎ ｓ ｘ と 往 復 回 数 ｎ ｘ を 比 較 し て 、 往 復 走 行 工
程 が 終 了 し た か ど う か を 判 定 す る 。 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 増 加 さ せ る 基 準 と し て 、 第 二 の 方
向 、 距 離 Ｌ ｓ ＝ ２ ＊ Ｌ １ 進 行 と 定 義 し 、 第 二 の 方 向 に 距 離 Ｌ ｓ 進 ん だ 場 合 に 往 復 走 行 回 数
ｎ ｘ を 増 加 さ せ る こ と と す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 第 二 の 方 向 に 障 害 物 が あ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 第 二
の 方 向 に 全 く 走 行 で き な か っ た 場 合 は 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ は 増 加 し な い の で 、 安 定 し て 往
復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 一 の 往 復 回 数 判 定 手 段 ２ ７ は 、 距 離 測 定 手 段 ２ ３ 、 方 向 測 定 ２ ４ か ら 自 律 走 行 装 置 １
０ の 走 行 距 離 、 方 向 か ら 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 第 二 の 往 復 回 数 判 定 手 段 ２ ６ の 動 作 に つ い て 図 １ １ で 説 明 す る 。 図 １ １ は 、 往 復
走 行 工 程 の 自 律 走 行 装 置 １ ０ の 動 作 を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ ０ の 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 第 二
の 方 向 に 距 離 Ｌ １ 走 行 す る 工 程 が あ る の に 対 し て 、 図 １ １ の 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 第 二 の 方
向 に 時 間 ｔ １ 走 行 す る 工 程 が あ る と こ ろ が 異 な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 自 律 走 行 装 置 １ ０ が 走 行 す る 床 の 摩 擦 係 数 μ が 小 さ い 場 合 は 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 走 行
し に く い 。 そ の た め 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ が ほ と ん ど 増 加 し な い 。 よ っ て 、 最 悪 の 場 合 、 往
復 走 行 回 数 ｎ ｘ が 増 加 せ ず 、 往 復 走 行 工 程 が 終 了 し な い 場 合 も で て く る 。 そ こ で 、 往 復 走
行 回 数 ｎ ｘ を 増 加 さ せ る 基 準 と し て 、 第 二 の 方 向 、 時 間 ｔ １ ＝ ２ ＊ Ｌ １ ／ Ｖ 進 行 と 定 義 し
、 第 二 の 方 向 に 時 間 ｔ １ 進 ん だ 場 合 に 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 増 加 さ せ る こ と と す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 床 の 摩 擦 係 数 μ が 小 さ い 場 合 で も 、 第 二 の 走 行 時 間 で
往 復 回 数 ｎ ｘ を 測 定 で き る の で 、 よ り 安 定 し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 二 の 往 復 回 数 判 定 手 段 ２ ６ は 、 第 二 の 方 向 で あ る 時 間 を 測 定 す る 時 間 測 定 手 段 ２ ５ の
測 定 時 間 ｔ か ら 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 実 施 例 は 、 往 復 走 行 回 数 を 、 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 距 離 以 上 走 行 し た 場 合 に
測 定 往 復 回 数 を 増 や す 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 垂 直 方 向 に 障 害 物 が あ り 、 自
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律 走 行 装 置 １ ０ が 垂 直 方 向 に 全 く 走 行 で き な か っ た 場 合 は 、 往 復 走 行 回 数 ｎ ｘ は 増 加 し な
い の で 、 安 定 し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 は 、 基 準 と な る 壁 の 垂 直 方 向 へ 一 定 時 間 以 上 走 行 し た 場 合 に 測 定 往 復 回
数 を 増 や す 構 成 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 床 の 摩 擦 係 数 μ が 小 さ い 場 合 で も 、 第 二
の 走 行 時 間 で 往 復 回 数 ｎ ｘ を 測 定 で き る の で 、 よ り 安 定 し て 往 復 走 行 工 程 を 終 了 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 第 四 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 は 往 復 走 行 工 程 終 了 手 段 ６ の 走 行 工 程 終 了 検
知 方 法 に 関 す る 発 明 に 関 す る 実 施 例 で あ る 。 よ っ て 、 以 下 で は 、 本 実 施 例 の 構 成 、 動 作 に
つ い て 、 実 施 例 １ の 構 成 、 動 作 と の 相 違 点 を 中 心 に 述 べ 、 そ の 他 の 構 成 、 動 作 は 実 施 例 １
の 構 成 、 動 作 と 同 じ も の と す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 実 施 例 の 構 成 を 図 １ ２ で 説 明 す る 。 図 １ ２ の 構 成 は 往 復 走 行 工 程 終 了 手 段 ６ の 構 成 を
更 に 詳 し く 述 べ た も の で あ る 。 図 １ ２ に お い て 、 ２ ８ は 走 行 時 間 測 定 手 段 で あ り 、 自 律 走
行 装 置 １ ０ が 走 行 し て か ら の 時 間 を 測 定 し 、 全 走 行 時 間 と し て 出 力 す る 。 走 行 時 間 判 断 手
段 ２ ９ は 、 走 行 時 間 測 定 手 段 ３ １ が 測 定 し た 全 走 行 時 間 を 入 力 と し 、 走 行 時 間 が 予 め 設 定
し た 設 定 走 行 時 間 を 超 え る と 第 二 の 往 復 走 行 終 了 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 ３ ０ は 電 池 電 圧 判 断 手 段 で あ り 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ を 駆 動 す る 電 池 の 電 圧 を 測 定
し 、 電 池 量 が 少 な い な っ た 判 断 で き る 電 圧 ま で 降 下 す る と 第 三 の 往 復 走 行 終 了 信 号 を 出 力
す る 。 終 了 判 定 手 段 ３ １ は 、 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段 ５ の 往 復 走 行 終 了 信 号 、 走 行 時 間 判 断
手 段 ２ ９ の 第 二 の 往 復 走 行 終 了 信 号 、 電 池 電 圧 判 断 手 段 ３ ０ の 第 三 の 往 復 走 行 終 了 信 号 の
い ず れ か 入 力 さ れ る と 、 走 行 が 終 了 し た と し て 往 復 走 行 停 止 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 走 行 時 間 測 定 手 段 ２ ９ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 万 が 一 、 往 復 走 行 回 数 に よ る 往
復 走 行 工 程 の 終 了 検 知 が で き な か っ た 場 合 、 電 池 が な く な る ま で 、 自 律 走 行 装 置 １ ０ は 動
き 続 け る 。 そ こ で 、 走 行 時 間 に 制 限 を 設 け 、 そ の 走 行 時 間 を 超 え る と 自 律 走 行 装 置 の 電 池
量 が 少 な い と し て 走 行 終 了 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 電 池 電 圧 判 断 手 段 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 自 律 走 行 装 置 １ ０ で 使 用 す る 電 池 は
常 に フ ル 充 電 と は 限 ら な い 。 そ の 場 合 、 往 復 走 行 工 程 中 に 電 池 が 無 く な る と い う こ と も あ
り え る 。 そ こ で 、 電 池 の 電 圧 を 監 視 し 、 電 池 の 電 圧 が 電 池 容 量 が 少 な く な っ た こ と を 示 す
電 圧 ま で 降 下 し た と き 、 往 復 走 行 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 例 は 、 走 行 時 間 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る も の で あ る 。 上 記
実 施 例 の 構 成 、 動 作 に よ る と 、 万 が 一 、 往 復 走 行 回 数 に よ る 終 了 検 知 が で き な か っ た 場 合
で も 、 走 行 時 間 で 終 了 す る こ と が で き る の で 、 ど の よ う な 場 合 で も 終 了 検 知 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 本 実 施 例 は 、 電 池 の 使 用 量 に よ っ て も 走 行 工 程 終 了 を 判 断 す る 構 成 と す る も の で あ
る 。 こ れ に よ り 、 万 が 一 、 往 復 走 行 回 数 に よ る 終 了 検 知 が で き な か っ た 場 合 で も 、 電 池 使
用 量 が 少 な く な っ た 場 合 に 走 行 時 間 を 終 了 す る こ と に よ り 、 ど の よ う な 場 合 で も 終 了 検 知
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 電 池 の 電 圧 を 常 に 監 視 し て い る の で 、 電 池 容 量 が 少 な く な り 、 往 復 走 行 工 程 中 に
自 律 走 行 装 置 １ ０ が 停 止 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 自 律 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 同 、 走 行 す る 部 屋 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ３ 】 同 、 往 復 走 行 工 程 の 動 作 を 示 す 図
【 図 ４ 】 同 、 基 本 往 復 回 数 の 計 算 方 法 を 示 す 図
【 図 ５ 】 同 、 自 律 走 行 装 置 の ア ル ゴ リ ズ ム を 示 す フ ロ チ ャ ー ト
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 自 律 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ７ 】 同 、 床 面 積 と 第 一 の 補 正 値 の 関 係 を 示 す 図
【 図 ８ 】 同 、 床 摩 擦 係 数 と 第 二 の 補 正 値 の 関 係 を 示 す 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 自 律 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 同 、 第 一 の 往 復 回 数 判 定 手 段 の 動 作 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 同 、 第 二 の 往 復 回 数 判 定 手 段 の 動 作 を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 自 律 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 １ 　 部 屋 情 報 記 憶 手 段
　 ２ 　 往 復 回 数 計 算 手 段
　 ３ 　 セ ン サ
　 ４ 　 往 復 回 数 測 定 手 段
　 ５ 　 往 復 走 行 工 程 終 了 判 断 手 段
　 ６ 　 往 復 走 行 工 程 終 了 手 段
　 ７ 　 制 御 手 段
　 ８ 　 モ ー タ
　 ９ 　 車 輪
　 １ ０ 　 自 律 走 行 装 置
　 １ １ 　 周 回 工 程
　 １ ２ 　 部 屋 情 報
　 １ ３ 　 基 本 往 復 回 数
　 １ ４ 　 往 復 走 行 開 始
　 １ ５ 　 往 復 回 数 測 定
　 １ ６ 　 終 了 検 知
　 １ ７ 　 往 復 工 程 終 了
　 １ ８ 　 基 礎 往 復 走 行 計 算 手 段
　 １ ９ 　 第 一 の 補 正 手 段
　 ２ ０ 　 第 二 の 補 正 手 段
　 ２ １ 　 走 行 面 積 補 正 値 記 憶 手 段
　 ２ ２ 　 走 行 状 態 補 正 量 記 憶 手 段
　 ２ ３ 　 距 離 測 定 手 段
　 ２ ４ 　 方 向 測 定 手 段
　 ２ ５ 　 時 間 測 定 手 段
　 ２ ６ 　 第 二 の 往 復 回 数 測 定 手 段
　 ２ ７ 　 第 一 の 往 復 回 数 計 測 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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